
　「環境にやさしい農業」とは、健全な土づくりなどを通じて、化学肥料・化学農薬

の使用等による環境への負荷を軽減し、農業の持続的な発展や自然環境の保全に貢献

するものです。また、こうした「環境にやさしい農業」の取組は、近年、消費者からのニー

ズが一層高まっている「食の安心・安全」の確保にもつながります。一方で、「環境

にやさしい農業」の実践に伴う高度な生産技術や農業者の手間に対するコストが、依

然として「環境にやさしい農業」により生産された農産物の販売価格へ十分に反映さ

れているとは言えない状況があります。

　京都府では、平成２７年に策定した「企業・消費者を結ぶ京の食の産地創生プラン 

～農業経営所得の倍増をめざして～ 」及び平成２８年に策定した「京の稲作と農地

を守るアクションプラン ～米政策改革（H30）を見据え、マーケットやニーズを起

点とした新たな戦略～ 」等に基づいて、消費者や外食産業等のニーズと生産者を結

び「儲かる農業」を実現させることを目指しております。これらプランの中では、“農

産物やその作り方に関する消費者への情報発信” や“実需者とのマッチング” を課題

にあげており、消費者や実需者の皆様に、京都の環境にやさしい農業者について、もっ

とよく知っていただこうと、平成２８年３月に本パンフレットの初版を発刊いたしま

した。発刊から２年が経過する中で、本パンフレットへの掲載を希望する生産者の方々

や、新しい情報を求める実需者の方々の声を多数いただき、これに応えるため、この

たび第二版を発刊するはこびとなりました。

　本パンフレットの名称は、「京都の環境にやさしい農業のススメ」です。この名称

の中の「ススメ」には“進める”に加え、消費者や実需者の皆様に “勧める”という

意味を込めました。本パンフレットをきっかけに、京都の環境にやさしい農業者を応

援する気持ちをより膨らませ、是非ごひいきにしていただきたく思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　平成30年3月

京都府農林水産部長　　綾城　義治



◆ この冊子に掲載されている生産者情報は、平成 30 年 1 月時点
に生産者が作成した原稿に基づき作成したものです。

◆ 本パンフレットが示す化学肥料・化学農薬及びそれらの低減に
ついては、次のとおりです。

  • 「化学肥料・化学農薬」とは、国の「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」
で定義される「化学肥料」及び「節減対象農薬」のことです。概要は次のとお
りです。

　　化学肥料：　肥料のうち化学合成されたもの
　　化学農薬：　化学合成農薬から有機ＪＡＳで使用可能な化学合成農薬を
　　　　　　　　除外したもの（節減対象農薬）

  • 「化学肥料・化学農薬」の低減については、京都府の慣行レベル（※）からど
の程度低減しているかの状況について記載しています。

　　（※）当該農産物において、慣行的に行われている生産過程における次の項目
を「慣行レベル」として示しています。

　　　　　 ・節減対象農薬の使用回数（土壌消毒剤、除草剤等の使用回数を含む）
　　　　　 ・化学肥料の窒素成分量

◆ ご利用にあたっては、それぞれの生産者にご照会・ご確認いた
だきますようお願いします。

◆ 京都府は、利用者が本冊子に掲載の情報を用いて行う一切の行
為について、何ら責任を負うものではありません。

◆ 京都府は、利用者が本冊子に掲載の情報を利用することによっ
て生じるいかなる損害、損失について、何ら責任を負うもの
ではありません。
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■ 原則として、知事認定のエコ
ファーマーです。

● 「農業の有する多面的機能の発揮の促進に
関する法律」に基づき、農業の持続的な発
展や多面的機能の発揮を支えるため、自然
環境の保全に資する農業生産活動を支援す
る制度です。
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京都府病害虫防除所では、巡回調査、ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ･予察灯調査、気象情
報などを収集・解析し、病害虫の発生時期や発生量を予報しています。


